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 「カントの判断力批判、江戸歌舞伎から伝統芸能歌舞伎になるまでのプロセスの美」 

 

背景 歌舞伎について 

歌舞伎が発展した江戸の街はかつて寂れていた。どうやってクリエイティブシティへ変

わったのだろうか。それは歌舞伎を中心にして江戸の中で他商業と協力しあって一大商業

都市を作り上げたからというのも発展の理由のひとつだろう。現代徳川家康が 1603 年に江

戸幕府を開く以前は、豊臣秀吉より貰い受けた土地のひとつであり、幕府を開いたととも

に、江戸の町の構築ははじまった。1635 年には参勤交代がはじまり、地方の大名を通した

地方と人との流れが生まれ、町を建築するための職人、庶民の精神を安らかにするために

多数の寺社が造られ、儲けることを目当てに商人も江戸に集まった。江戸の初期は貨幣商

業は発展していなかったが、吉原・芝居小屋の二大悪所や商業は貨幣による取引で成り立

っていた。1657 年の明暦の大火という江戸を焼き尽くす大規模な大火事や 1707 年宝永の大

噴火が発生するなど災害被害に江戸は巻きこまれてきたが、その後見事な復興をとげ元禄

時代以降急速に貨幣経済が発展した。人の流れがうまれ、貨幣の流通が生まれ、さびれた

江戸は大消費社会へと変貌していった。約１０万人以上の人が亡くなった大災害のあと、

町を盛り上げようとする庶民のパワーが文化を産み出す主役となるきっかけになったのだ

ろう。ヨーロッパの芸術サロンのように、文化の発信者になるのは貴族や王族などの権力

者ばかりで、かつて公家社会であった時代の日本も、貴族が親しんだ文化が流行していた。

つまり、国を支配する階層が、その時代の文化をつくってきたのである。しかし、江戸時

代は、商人や職人といった幕府のお膝元に存在した庶民たちによって文化が作られたので

あった。また、江戸時代が続いた約 250 年、江戸は戦争のない泰平の世だったからであり、

文化が自由に発展しやすい土壌であったからであろう。世界のどの国を見ても 100 年間以

上戦争がなかった国はないので、日本でも江戸時代以降、100 年の間に三回も戦争があり、

江戸時代以前は戦国時代が続いていたにも関わらず、大変貴重な時代であった。そして世

界中に、江戸幕府のような規模の中心都市で税を取らなかった都市は江戸幕府が存在した

約 250 年間なかったのである。だからこそ庶民文化と経済が発展し、消費生活を楽しみ、

独自の文化が発展していったといえる。歌舞伎は江戸幕府が開いた 1603 年と同時に出雲の

お国が提唱して以降より、派手で、華美であり、刺激的な芸能であった。芸能を続けてい

くためにはやはり、商業演劇である必要があった。そこで顧客である江戸の人々の憧れ、

価値観、美意識、生活の在り方が、舞台で繰り広げられる物語に表現されるよう意識され、

舞台の上は知識や文化、流行が行き交う場所にもなった。また、吉原や相撲、本、俳諧、

川柳、浮世絵、お菓子、薬、商業施設、着物といった他の娯楽と連携をしつつかつてはブ

ラウンフィールドであった、歌舞伎は江戸を商業都市として盛り上げたのだった。江戸の

モード発信源として人々に歴史、事件、教養など知識を与える一つのソーシャルネットワ



ークでもあっただろう。そして、舞台上の役者達のセリフ、立ち振舞いがファッションや

生活スタイル、江戸の人々の心情や言動、考え方にまで影響を与え、今や伝統芸能として

の権威を手にし、持続している日本を代表するコンテンツが歌舞伎である。 

 

「カントの判断力批判からみた歌舞伎の位置づけ」 

 

判断力批判は、個別から普遍を見出す認識能力である判断力に関する批判である。これ

は規約的判断力と反省的判断力に分け、人間の快・不快の感情に関するものから見る。カ

ントは、快や不快という感情の内に万人に共通する普遍妥当性を探求した。歌舞伎はかつ

ては、江戸において特殊な存在であったのは間違いない。そもそも歌舞伎は江戸幕府が作

り上げた身分制度の元で、低い身分の者達がパトロンやあらゆる芸能活動を通し、物語の

なかに江戸の信仰や旧知のアイコンを導入したり、江戸幕府の政治を皮肉したりと、大衆

化を計る努力をしたために、ようやく江戸の土地で普遍性を勝ち得たように思える。しか

し初期の段階では江戸幕府より歌舞伎役者は「河原乞食」とまで言われ、身分差別の対象

であり、人々から愛されうやまれる存在ではなかった。だからこそ、荒事を創始した初代

市川団十郎を始め、幕府の圧政からのレジスタンスの要素を導入した劇が始まり、信仰心

を巧妙に導入し、江戸の庶民から崇拝される要素を組み込む魔術的な手法を持って自らを

権威付け、歌舞伎という演劇を江戸において認識させたのであろう。身分制度の中で低い

身分の存在であり、最初は卑しい者の演技として江戸の庶民からは不快である対象であっ

たかもしれない。しかし、最終的には荒事といった、江戸の庶民の共感を得るような演目・

演技を行い、江戸の人々にとってはなくてはならない日々の清涼剤であり、憧れの対象と

変わり、不快から快な事象に江戸歌舞伎は変化したように思える。不快から快に変わるプ

ロセスのなかに、特殊であったものが普遍となった流れが江戸の文化背景に存在し、その

なかに江戸の庶民の悟性を統括する知識が江戸歌舞伎にはあった。物語の構成の仕方（実

際に起きた事件を組み込むこと、歴史的出来事を組み込むこと、言葉、流行）宣伝手法、

役者の生き方、着物など江戸の人々の悟性を作り上げるために歌舞伎は活躍し、歌舞伎を

生み出した役者や戯作人は江戸の庶民のニーズを汲み取り、うまく悟性に働きかけ江戸全

体の文化発展に貢献したように考えられる。江戸の庶民の共通理解の領域に入り、庶民の

美意識に働きかける演目を行い、役者は美しく生きることを意識することにより、かつて

役者が身分の低い者として扱われ、不快な存在としてされた時期に比べ、快的な存在とな

った。これは歌舞伎を生み出した役者達の江戸の庶民における普遍をうまく見出すことに

成功した結果でもあり、江戸の庶民より快的であるという判断が次第と多く集まったから

こそ、今日、普遍性を持った伝統芸能として生き延びているのだと言えよう。 

 

 

 



美の分析論より考える歌舞伎とは、美の変化による立場変化 

 

歌舞伎にとっての美とは何かという問いに対し、カントの四つの契機によって考えると、 

私たち人間の生きる喜びが高められたとき「快」を感じるが、この快には興味・関心を

伴なう快と無関心な快とかがあるのではないだろうかとカントは述べている。関心を伴

なう快は、快適なものまたは善いものへの関心から得られる快である。歌舞伎において

は、やはり江戸の庶民の関心を多く集めるための工夫が多くなされていた。実際に起き

た事件をワイドショー的に舞台の物語に組み込んだり、江戸幕府の圧政に対する皮肉を

込めた台詞や荒事によって、派手な演技をすることにより、人々に視覚的刺激と知的好

奇心を促し、江戸の庶民にとって心地よい空間を芝居小屋が生み出し、更にその心地よ

さが、アフターマーケティング（歌舞伎に関連した商品の購買意欲の刺激）などにも繋

がり、江戸の商業発展をより盛んにさせるために機能しただろうとかんがえられる。こ

のように人々の快を刺激する文化を生成することにより、ひとつの文化・芸能がその土

地の美意識形成にまでつながったであろうが江戸においては歌舞伎であったと考えられ

る。カントは美しいものへの快は純粋な無関心の快、自由美としている。歌舞伎に見る

ことができる純粋な美として、象徴できるのは、女形の姿であろう。特に三代目瀬川菊

之丞といった元禄時代を代表する上方の歌舞伎役者は、美しい容姿が当時の婦女の美意

識に多大な影響を与えた。iこれは意図的ではなく、女形として純粋な美を追求した結果

であろう。基本的に、美は無関心なものであるため、快適や善といった人々にとって相

対的な快をもたらすのではなく、普遍妥当性なものであるとカントは考えた。直観を統

合する能力である構成力が、悟性を呼び覚まして、そして、これと調和することによっ

て私的な美がもたらされる。また、美に対する快は必然的であり、万人において普遍的

であるといい、江戸の庶民と歌舞伎の間でのコモングラウンドが発生したことで、共通

の意識が生まれ、普遍性が生まれた。歌舞伎においては、この私的美をもたらしつつ、

遊びの要素、庶民の生活にとっての清涼剤としての機能も果たしていたからこそ、ファ

ッション・言葉・生き方・恋愛など江戸の美意識をプロパガンダさせる機能さえも持っ

たように考えられる。また、カントは崇高という概念に関しては主に自然に対して抱か

れる感情であるとしている。崇高も美と同じように、悟性と構想力の自由な遊びによっ

てもたらされる快という表象によって判断される概念を前提としない目的なき合目的性

としているが、美に対する定義は、それが制限された対象の形態の内に成立するとして

いる。また、崇高は逆に無制限でいて、そこにおいて全体的な統一がみいだされる対象

において見出されるとしている。美は感性の象徴であるが、崇高は知性の象徴であると

もしている。美においては、質が意識され、崇高においては量の表象と解釈される。や

はり歌舞伎においては、一回一回の興行が豪華絢爛で、江戸においての最先端の美意識

の結晶であったように考えられる。それが歴史として演目の量、役者の量が積み重なる

ことによって歌舞伎に崇高さが生まれたように思える。また、初代市川団十郎や二代目



市川団十郎は、歌舞伎≒崇高、偶像崇拝化に尽力したが、彼らは歌舞伎役者が俳諧を作

ったり、不動明王信仰や積み重なった歴史を物語化したり、江戸の庶民が長年愛してい

た商品を物語上でタイアップしたりと、自らを量的な事物と組み合わせて、役者として

美しく表現することによって、美と崇高を手に入れ、市川家のブランディングに成功し

たように考えられる。カントのいううとおり、質と量の生成のプロセスを経て歌舞伎は

伝統芸能のひとつとして今権威を持っているのだろうと考えることができる。それには

260 年続いた江戸の文化であるという数学的な崇高さも持ち合わせながら、長年、江戸の

幕府の圧政、身分差別や衣服に対する差別に対するレジスタンス劇として成立し、崇高

を積み上げていった歌舞伎自体が持つエネルギーに、カントの唱える力学的な崇高を見

ることもできるであろう。私たちが安全な場から巨大な何らかの力を体験するとき、自

然に対して矮小な自らの存在が自然の外見的な全能力に張り合ういうるとの勇気を我々

に生じさせる。明治時代の演劇改革を経て、現代の日本では歌舞伎は立派な伝統芸能の

ひとつとして人間国宝の扱いを歌舞伎の伝統を後継している歌舞伎役者は受けている。

ある時より、歌舞伎は国、政府からのレジスタンスを行う立場から、歴史を積み重ね日

本の伝統芸能として保護される立場となった時、崇高さを芸術として勝ち得たように考

えられる。最初は庶民目線の国へのレジスタンス劇がメインであったにも関わらず、歴

史を積み重ね、江戸の庶民の美意識形成の貢献し、徐々に庶民にとっての数学的崇高を

増した結果、最終的には国に対するレジスタンスは終りを告げ、国を対象とした力学的

崇高を手にし、ローアートからハイアートへの昇華を果たしたようにも考えらえるだろ

う。歌舞伎は役者の差別に対するレジスタンスから始まり、江戸の美意識の変化の努力、

伝統の継承への努力への積み重ねによって芸術として大成したのだと考えられよう。そ

のプロセスにカントの判断力批判を用いて分析すると、きちんとルールにのっとったプ

ロセスを経ていたことが結論としていえよう。 

 

 

 

 

 

参考文献 

「歌舞伎事始」

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1000&top=1 

 「歌舞伎と江戸文化」 津田類 ぺりかん社 

「判断力批判 上」カント 篠田英雄 岩波書店 

「判断力批判 下」カント 篠田英雄 岩波書店 

「美と崇高との感情性に関する観察」カント 上野直昭 

 



 
i仙女香を歌舞伎とのタイアップ商品として考察しよう。仙女香をみると役者とタイアッ

プ商品の影響力は江戸において多大であったということをみることができる。仙女香は、  

安永時代、京橋南伝馬町稲荷新道にあった坂本屋から三代目瀬川菊之丞とのタイアップに

よって発売された化粧白粉の名称である。 

 

・「歌舞伎劇と其俳優」には「安永三年江戸に下り、市村座に出て、同年十一月、市川富

三郎三世瀬川菊之丞を襲いだ天明元年春、市村座にて幸四郎の長右衛門、おはんの菊之丞

は古今の大当たりにて七十日間大入を取り、操人形さへ彼の似顔で興行するに至り、瀬川

白粉、髪付油など、坊間に売出さるる程であった。寛政年度には市村中村の両座に兼勤し、

享保元年九月俳名路考を芸名として文化四年更に仙女と改め、文化七年十二月四日六〇歳

を以て死す。彼は美貌と全然女らしき態度とを以て名高く芸道の秘決として人に語りし心

掛の如きは称讃の値があった。」i 

 

と記載されてある。三代目菊之丞は、俳名を仙女を名乗っていたことからこの商品名に

なったと考えられる。さらに女性を超えるような美貌がより美を追求する世の女性達から

の一層の購買意欲を掻き立てたと考えられる。 

「美艶仙女香」渓斎英泉 

 

 

 

・「江戸名物狂詩選」には「新板読来草紙傍、此家口上両三章、京橋之北春風夕、町内吹

薫仙女香」i 

と記載されている。この文章が指し示すことは、仙女香は町中で流行していたというこ

とである。 

 



 
・「川柳江戸名物」にも 

「仙女香やたら顔出す本のはし」（保） 

「絵双紙へ引札を書く仙女香」（保）i 

・「川柳江戸歌舞伎」にも 
「何にでもよく面を出す仙女香」（保） 
「赤本屋やたらに仙女香使ひ」（保）i 

 

と記載されてあり、実際に当時の出版物である人情本や草双紙、赤本にもよく広告が挿

入されることがあった。歌舞伎役者と本という二大メディアを通して大々的な広告を行っ

た商品であったがために江戸の名物にまでなった。 

例をあげると、 

 

・天保５年為永春水著「梅ごよみ」[21]の第三巻には、「仙女香といふおしろゐを手にも

ちふり袖しんぞう青梅～略～『仙女香汁お呉ましヱ』」i 

 

と記載されており、ストーリーの中に商品名を取りこみ、巧妙に商品を宣伝している。

このような仙女香のタイアップは浮世絵だけでなく為永春水の小説でも行われており、

大々的に広告されていたのがわかる。また浮世絵においても仙女香が広告されており、こ

のことから当時から自らが作成した作品に商品の広告行為を版権など関係なく自由にする

ことができた背景をみることができ、現代と異なって歌舞伎⇔商品⇔物語⇔浮世絵の間で、

自由な商業文化が江戸時代において行われていたのがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


